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1。第7回研究発表会のプログラムと会場案内

本年座の年会テーマは「制度・システムの疲労・劣化によるりスクとその社会的管理」

です。特卸児神演、テーマ企画セッションなどを用意していま,、。また、年会テーマに関連
した各種のりスクに関する倩報の取扱い、りスク・コミュニケーションに関する具体的な

研究や事例の報告が行われます。

会員の意見交換や交流の最大の機会として利井亟的なご参加を翔待しています。

(D 日時:1994年H 見 24日(木) 9:50 - 16:5Q H月25日(金) 10:00 - 16:50
(2)会場:東京海上火災保険株式会社本社ビル新館15階会議室

(東京都千代田区丸の内 1-2-1 電話03-3285-171D

(3)参加安:4,000円(会員)、 5、000円(一般)(講演論文集代を含む)

ニス、 L、・・'タ'

S e p t e mb e r , 1994

・事務局担当理事
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線火甲町駅
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永楽ビル

九の内
センター

ピル 史通分壮ピ凡

新九ピル

日本りスク研究学会第7回研究発表会

会場ご案内図

九の内北口

づしの中央口

JR東京駅

しよりの駅

東京都千代田区丸の内一丁目2番1号

東京海上ビルディング斬館15階会累室

JR柬京駅(九の内北口)
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第 1日目(H月24日(木))

9:50 開会挨拶(研究会会長、池田三郎)

10:00 一般セッション 1 rりスクの認知と管理、他』

①雲仙普賢岳噴火後4年問における被災住民の意識変化

0広瀬弘忠(東京女子大卦り

②危険団体のカタストロフィー分析

0李湘浩(祁戸大学経営学研究科)

③事故データベースによる台風被害分析

岡田英毅(来京海上火災保険(株))

上田三夫(東京海上火災保険(株))

0矢代晴実(東京海上火災保険(株))

④海外旅行保険の加入意思に及ぽすりスク認、知の影糾

0楠見孝(東京工業大学工学育扮

小林弘典(三井海上火災保険(株))

12:00

13:10

昼休み(理訴会を朋催しま、す、)

特別講演

r2 1世紀はりスクが一杯』

講師:加藤三郎(環境・文明研究所長)

企画セッション 1 『制疫・システムに淋在するりスクとその窕兄及ぴ管理』

①地域における環境研究体制の検討

0高山進(三重大学教育学部)

②多様化する汚染源・利用形態に対応した水域管理のありかた

0佐久問美明(三重大学生物資源学音め

③廃棄物処理システムに潜在するりスクの評価

0柴英隆(京都大学大学院)

森澤眞輔(京都大学工学音山

井上頼那(京都大学工学音ID

M:40

.

16:10

16:20

休憩(10分)

臨時総会(会則の改正、その他)

懇親会17:00

亀
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第 2日目( 1 1月2 5 (く稔))

①環境りスク評価・りスクコミュニケーション支援のための共有'再利用
可能な知散ベース

0前田恭伸((株)システム科学研究所)

池田三郎(筑波大学社会工学系)

②環境りスクの対策をめぐる紛争の解決過程
0村山武彦(福島大学行政社会学音の

③水道水における量一反応関係にっいてのりスク認知
0中谷内一也(静岡県立大学短捌大学部)

④汚染土壌浄化に関する意思決定プロセス:介入レベルの決定
0保田浩志(放射線医学総合研究所)

12:00 昼休み

13:00 企画セッション 2

『製造物責任とりスク』および『りスク感性訓錬の社会的教育システム」

①製造物責任りスクの評価と警告表示について
0福田隆〔日産火災海上保険総)

②りスク下における意思決定のバイアスと教育によるその変更可能性
0竹村和久(筑波大学社会工学系)

③化学品のりスクコミュニケーションにおける「表示」の役割
0関沢純(国立衞生試験所)
大島柳夫(化学品安全管理研究所)
河岸園子(昭和女子大学)

14:40 一般セッション 3 『りスク・コミュニケーション、認知、評価、他』
①家庭用品中の化学物質のりスクに関する意散訓査

0内山巖雄(国立公衆術生院)

平野互(帝京大学医,学音D
ノ

②副作用表現がりスク認、知に及ぽす影響
0吉川柴子(京都学園大学法学部)

菅原康二(園田学園女子大学文学音粉

岡本真一郎(愛知学院大学文学音扮

③発ガンのりスク(デトリメント)評価法とその不確かさ
0甲斐倫明(東京大学医学音円

④不完全情報と生命保険市場:モデル分析
酒井泰弘(筑波大学社会科学系)

0青葉暢子(白鵬女子短捌大学)

16:40 閉会の挨拶(研究会副会長、広瀬弘忠、)

0印は発表者を意味する。また、 1件の発表時間は30分(講演20分、質疑10分)である0

・一草問朋子・・(東・京大学・医学音山

、1
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2。年次総会の報告と第4捌役員紹介

19 9 4年度の年次総会と春期講演シンポジュウムが 19 9 4年6月10日(金)に東
京大学山上会館で行われました。年次総会は小林定喜理事の司会で第 3 郷(1992-1994)
から第4期 a994-199田ヘの役員の改選を含めて次のような要領で行われ、議案 1 - 4 が
承認されました(各議案は学会誌に掲載されます)。

年狄総会 12:ι0 - 13:20

(D 木下冨雄会長挨拶
(議案 1)(2) 1993年度決算

(議案 2)(3) 1994年度事業計画
(議案 3)(4) 1994年度予算

(議案 4 )(5)第 4 瑚役員選出

(6)池田三郎新会長挨拶

1 9 9 6)の紹介

(筑波大学社会工学系教授)

(東京女子大学文理学部教授)

(福岡大学法学部教授)

(京都大学医学部教授)

(国立公衆衛生院労働衛生学部長)

(安田火災海上保険(株)テクノサービス音扮
(前会長)(摂南大学経営情級学部教授)

(東京大学医学部助教授)

(祁戸大学工学部教授)

(放射線医学総合研究所総括安全解析研究官)

(筑波大学社会科学系教授)
(新任)(京都大学防災研究所教授)
(新任)(東京海上火災保険(株)安全サービス部長)

ー・・(国立・衛生・試験・所化・学物質・情報・部・)

(神戸大学経営学部教授)

((株)住友海上りスク総合研究所調査第 3 部長)(新任)

(国立公衆衛生院廃棄物工学部長)

((財)エネルギー総合工学研究所主任研究員)
(新任)(国立環境研究所地域環境研究上席研究官)

(滋賀県琵琶湖研究所主任研究員)

(国立衛生試験所安全性生物試験研究センター長)

((財)電力中央研究所狛江研究所研究トディトタ→(新任)
(束京薬科大学生命科学部教授)

(大阪大学工学部教授)

(京都大学工学部助教授)

(前会長)(国立公衆衡生院゛完長)

(日本エヌ・ユー・エス(株)環境第 1弓f業本部副部長)(新任)

第4甥役員 a 994

ノ

会長:池田' 三

副会長:広瀬弘忠

理事:朝見行弘

池田正之

内山巌雄

加藤和彦

木下冨雄

草問朋子

黒田勝彦

小林定喜

酒井泰弘

岡田憲夫

岡田英毅

・・関・沢・・・・一純・・・・

高尾

高田

田中勝

谷口武俊

中杉修身

中村正久

裕造

智久

='打打

盛岡

森沢眞輔

横山栄二

会ヨN硫那:小暮和美
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引き続き赤捌講演シンポジュウムが、約 90名の参加者を得て、盛会のもとに行われま

した。当日のプログラムは下記の通りです。この講演および討論会の内容は、本年度の学

会誌にシンポジュウム特集として掲載されます。

諧淡シソホ゜ジ.ーム 13:30 - 17:00

ク学の視点からマン・マシーンインターフェイスを考える』テーマ『りス

『安全性とヒニーマンファクター』(1)特別講演

黒田勲氏(早稲田大学人問科学部教授)講演者

木下冨雄氏(摂南大学経営情報学部教授)司会者

(2)パネル討論会

『りスクァセスメントにおけるヒューマンファクターの取り扱い』

座長近藤駿介氏(東京大学工学部教授)

東昭氏(航空機事故調査委員会委員)(D 航空機事故に関して:

(2)新幹線(鉄道)に関して:池田敏久氏(J R東日本安全研究所主幹研究員)

(3)大型構造物(原子力発電)

田辺文也氏(日本原子力研究所原子炉安全工学音山事故に関して:

Japan secuon Has Nevv 0什icers
The society for Risk Anι11ysis'

Japanesc sectlon inlroduced nc、v offic.
el'S PI'csidcnl saburo lkeda of Tsukub11

Univcrsily in lbar11ki and vicc・PI'csidcnt
Hirola(1a Hirose of Tokyo wolnan'S
Chrisli11n univcrsily a1 小e scction'S 7111
Spring Mccling and symposi山110n Junc
10. B0山 oniccl'S 、vi11 Scrve l、VO・year
Icrms.

Ovcr 70 parlicipants a11Cndcd lhe
Symposium,、V111Ch 、vas liucd " Risk pcl'・
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3。りスク研究学会誌第 6 巻第 1号(予定)の目次

本年も例年通りの研究発表会(年会)の論文と赤1切講演シンポジュウムを中心とした内

容の第 6 巻第 1号を 11月を目標に発行tる予定でt。その目次(予定)を以下に給知ら

せいたしま,、。

【巻頭言】

情報付選択ヘの道・・・・・・・・・ ..

【シンボジウム:特別講演】

・黒田勲・安全性とヒューマンフブクター・・・・ ...... .... .....

【シンポジウム】

リスク学の視点からマン・マシンインターフェイスを考える・小林定喜・草問朋子(編)

【シンポジウム:パネル討論】

リスクァセスメントにおけるヒューマンファクターの取り扱い

・近藤駿介・ .....

鉄道事故のりスクァセスメント・・・・・・・・・・・・・池田敏久・・

・東昭・・航空機事故について・・ .. .... ..... ..... ... .

【寄稿論文】

診療放射線技師養成教育におけるりスクコミュニケーシ.
...

組織の危機管理におけるりスク・コミュニケーション・・

医師と患、者のりスクコミュニケ{ション ...

企業経営とりスク・マネジメント・ .......

消費者の安全の九めに製造者に求められる商品情報 ....

化学品の安全使用と管理の九めのりスクコミュニケーシ"

リスクコミュニケーシ"ンと消費者の役害上・・・・・・

WelbU11 distributlons for radlauon rlsk analysls ln

日ズ丈リ _二大 ク'えヲ干Ξデ巳心今女

第 6 巻

.

.

R 次(〒史)

第 1号

.

'

(199μ戸H月)

・池田三郎・・・・・・

釜欝告長

..

G

..

【研究論文】

量一反応関係についてのしろうとの判断 . ........

R lsk percep tion on indu s t r la l and soc la l event s var led

d ifferent groups in Japan .......

........

(イ也校閲φ論文本り
【研究短信】

事務局だより・ .... .....

日本りスク研究学会規約・・

投稿規定及び原稿作成要領・ ......

日本りスク研究学会新規会員名簿・

..

..

. .

...

.

. ..

ン教育

・岩波茂・ .. ...

・・首藤信彦・・・

・箕輪良行・ .. .

・森宮康・・ . . ..

・ワン松子・・・ ...

ン・関沢純・大島河夫・

・後藤京子・大竹千代子・

・神山美智子・・・ ...

ani川al experlments

. ogata, H. and Monchaux,

.

........

...

..

..

.

.

.

.

......

.

..

.

.

..

.

...

.

..................

・中谷内一也・・
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4。事務局だより

4.1 第 14 回理事会の報告(議事録)

日時: 1994年6月10日 10:00-12:00

場所:東京大学原子力総合研究センター(5階会議室)
出席者:木下冨雄(会長)、池田三郎(副会長)、池田正之、岡田英毅、内山巌雄、

加藤和彦、草間朋子、小林定喜、酒井泰弘、広瀬弘忠＼谷口武俊、盛岡通、
横山栄二、(以上理事):(委任状9通)

1)前回(臨時)及び前々回議事録の確認:異議なく承認された。

2)新会員の承認:1993年H月20日以後の新会員19名の入会が承認、された。

3)総会議案4件(決算、予算、活動,役員)について審議され、了承された。
但し、会賢値上げと学会誌年2回発行の件は、事前に発表して 11月の研究発表会で承

認を、また、役貝選出にっいては、役貝選考規約を策定することを含めて、会則の見直し
を行う委員会を設置することを次期の役員会に申し送ることになった。

注)なお、ひきっづいて行われた総会で、上記4件の議案は承認されました。

退任役員;理事:天野博正(電力中央研究所)、石崎勝義(国土開発技術研究セソタ→、
末石冨太郎(京都精華大学)、鈴木治(東京海上火災)、
監取:杉万俊夫(京都大今り。

新任役員;会長:池田三郎(筑波大学)、副会長、広瀬弘忠(東京女子大学)、
理事、 18 名留任、岡田憲夫(京都大学)、岡田英毅(東京海上火災)
木下冨雄(前会長)、高田一平(住友海上りスク総合研究所)、中杉修身
(国立環境研究所)、深田智久(電力中央研究所)以上24 名。

また、各役員の業務分担にっいては、新会長・副会長で協議して貴任分担を明確にした
分業体制をとることが確認された。

4) 19 9 4年度赤季講演会(担当:小林、草間理事):本日の講演.パネル討論会のプ
ログラムの確認等が行われた。

5)第 7 回研究発表会のプログラム(担当:森澤・岡田(代理)各理弓り)
岡田理事(代理)から日程(H月24,25日)、会場(東京丸の内、東京海上火災新館会

議室)、プログラムにっいて説明があり、特別講演の候補者の交渉経過にっいても説明が
あった。なお、分科会ヘの研究発表の応募にっいては、各役員の周辺で必ず一件程度は主E
出するように要請された。

6)第 8 回研究発表会(9 5年S RA共同学会)の企画と準備状況(担当:盛岡理司り
盛岡理事から、 S RA理事会ヘの提案(日本側が持っべきセッションなど:資料参照)

にっいて説明があった。日本からの参加者を確保するために、具体的な喪用の見積りやプ
ログラムの具体的な姿を明示した 20d ciルU1訂を発行,、ることなどの議論がされた。

フ)その他

(1)学会表彰規定と選考規定にっいて、内山理事から原案(添付資料)が報告され、議1柳
の後、若干の修正をして本年座から実施することが承認、された。ただし、基金は募染目標
にかかわらず、長卯Rこわたって募染を続けることが了承された。

(2)学会事業の内容やにっいて、広瀬理事から資料に基づいて説明があり、引き紕いて議
論をすること、また、学会がどのような分野のりスク研究や事伊卜実務を引き受ける能力
や可能性があるのかをアンケートなどで明確にする必要がることなどの意見がでた。

本エヌ・ユウ

、

工ス 0)..日(
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4.2年会喪(1994年疫)納入と「日本りスク研究学会賞」基金募集のお願い
1989年度より年会費は下記のように据置いてがんぱっています。会費の納入率は現

在のところ約70%です。会饗収入の大部分は学会誌・ニュスレターの発行、送料に充当

しますので早翔納入をお願い致します。

4、 000円正会員

準会員: 2、 500円

賛助会員: 3 0、 0 0 0円

送付先:(郵便振替口座番号)宇都宮一 3 1 1 9 6 4

(銀行口座)、常陽銀行研究学園都市支店普通口座 6 8 14 23 6

口座名':日本りスク研究学会

〒305 つくぱ市天王台1-1-1 筑波大学社会工学系池田研究室気付

「日本りスク研究学会賞」の創設と基金募集について(再掲載)

拝啓会員の皆様には、ますます御清祥のこととお喜び申し上げまt。

日本りスク研究学会も、 1988年の創立以来、毎年1回の赤瑚講演会および研究発表会

を行い、学会誌を年1回発行、日本学術会議(第 1部行動科学)に加盟tるなど、りスク

学の発展の為に着実に歩んでまいりました。1993年には年1 回の学会誌発行に加えて、会

員諸氏翁よびりスク学事典編集委員の努力により、学会誌特別号(第 5巻第 1号)として、

「りスク学のアプローチ」が完成し、お手元にお届けすることができました。りスク学を

学び、研究する者にとって有益なものであると確信しております。
これを機会に学会では、さらに学会発表、論文の投稿を奨励し、りスク研究の発展を促

すために「日本りスク研究学会賞」を創設すること 1993年度の理事会で決定し,19

94年度から選考を開始するために、選考方法、基準の細部を検討しているととろです。

つきましては、学会賞の運営のための基金を創設したく,1993年度より会員諸氏に

よる募金を船願いしています。優れた研究を生み出すために,会員が互いに浄財を持ち寄

リ,これを原資に運営しようという趣旨であります。何かと安用の纛む時捌で,誠に恐締

ですが,学会賞基金創設の意義をご高察の上、是非ご協力下さるようお願い申し上げます。

1580)

日本りスク研究学会 前会長

会長

1993.9

1994.9

木下冨雄

池田三郎

学会賞

学会賞基金募金

募金10

(正会員

募金期問

論文賞

奨励賞

日本りスク研究学会賞の概要

(本学会誌上に発表された優秀な論文を対象とする)

(本学会研究発表会における発想、方法論,事例等の優れた研究報告

を対象とする)

目標額:2 0 0 万円、

1000円

3 - 5 口程度、賛助会員:5 0 - 1 0 0 口程度を目標)

:平成 5年10月~目標達成まで(同封の振替用紙を御利用下さい)

現在までの拠出金:4 7 4 0 (個人 3160、法人

敬具
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ι.3 Π本学術会議ニュース
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日本学術会議だより
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今{川のUポ学術会議だよりでは,5 打25日から27日まで開催された第 118回総会の概要と同総会で採択された

「新しい力式の国際研究所の設立について(勧告)」,「公的機関の保有する情報の学術的利用について(要望)」,

r女性科学研究者の環境改善の緊急性についての提言(声明)」についてお知らせします。

第15期最後の総会開催される

M33

U水学術会議第 118 囲総会(第15」UI・第 6 回)が,

5jj25日~27日の 3 U削にbたって開催されました。

総会の初U (25日)の午前は,会長からの前回総会

以降の経過轍告に続いて,各部,各委貝会等の報告が

行bれました。次いで,今回総会に挑案されている13

樂件について,それぞれ提案説明と質疑応答が行われ

ました。午後からは,各部会が開催され,総会提案案

件の密議及ぴ各部会佃別楽件について密議が行われま

した。

総会2日目(26日)の午前は,前日提案された13案

件のうち,9樂件の密議・採択が順次行われました。

まず,「日本学術会議会則の一部を改正する規則」,

rU水学術会議の述営の細則に関する内規の一部改

託」,rH木学術会議の行う国際学術交流事業の実施に

関する内脱の一部改正」,「副会長世話担当研究連絡委

貝会の連営について(印合せ)の一部改正」及び「第

16刈における研究述絡委貝会委貝の在任捌問等に関す

る脱定の適川について(小介せ)」について一括して

討論が行われ,採決の粘来,いずれも可決されました。

これらの会則,内規等の改正は,

1.述"密議会の榊成貝等の兄心し

'常縱委貝会と述悩排議会の述絲を緊密にし,述営

排議会の議,倫をより允火させるため,'常統・委貝会委

111モが'常11肘心1:t排議会に 11リ帛することとし,併せて,

述営排議会の枇成貝の見1"しを行うこと。

2.第7'常靴委貝会の設靴及ぴ第16刈に向けての研述

の兄心し

囲際対応委貝会の改紕について(111介せ)(平成

日本学術会議第118回総会報告

平成6年6月 日本学術会議広報委貝会

5年4 打22日第 U6 回総会決定)に沿って第 7'常散

委只会を設羅し,併せて,各部等での検討ネよ来を路

まえ,第16刈ヘ向けての研連の見直しを行うこと。

3.研述委貝の在任翔問等関係

研述委貝の在任翔問に関する述営内規の解釈をよ

リー眉明確化するとともに,将来に向けての研述活

動の継続的発展・活性化を図るため,研述委貝の在

任捌制等についての関係規定を繁備すること。

を趣旨とするものです。

次に,「述営審議会附羅会貝推麓乎続検討委貝会の

設置」についての討論・採決が行われ,可決されまし

た。これは,会貝推薦制度導入以来,今回で4度目と

なり,会貝推麟乎続の過程において,幾つかの問題点

がみられたことから,これらの誌'問題について排議す

るため,新たな委貝会を述営宗議会に附鐙するものです。

続いて,「辛斤しい方式の国際研究所の設立について

(勧告)J,「公的機関の保有する悩報の学術的利用に

ついて(要望)」, r女性科学研究者の環境改善・の緊急、

性についての提言(声明)」についての討論・採決が行

力れ,可決されました。午後は, r第6'常枇委R会報

告~国際学術交流・恊力の飛躍的発展のために~」,

「人口・食机レ土地利用特別委貝会報告~21世紀の人

ロ・食1;Ⅲ瑚題に対、よる全人類的取釧に向けて~」, n7

術国際貫献1寺別委貝会報告~学術則際賀献のための新

たなシステムについて~」及び「死と畷療1、"刈委貝会

轍告~尊厳死について~」の4件の対外轍告について

討滞肋所テわれ,それぞれ承認、されました。

総会 3日目(27日)は,午前は名'常識委貝会及び国

際対応委貝会が,午後は各特別.委貝会がそれぞれ1別催

されました。



新しい方式の国際研究所の設立について

(勧告)住め

近年,学術の国際交流がますます盛んになるととも

に,新しい方式の研究所が世界の国々に設立されてい

る。それらの新しさは,固右の研究貝をほとんどもた

ず,岡内外から招詰した客貝研究貝による共同研究を

企画し実行する'゛解こある。この方式に'、さわしい分野

としては,自然科学のみならず,人文科学,社会科学

を含め様々な領域が考えられるが,理論構築を主眼と

する研究領域においては,研究テーマを学際的、機動

的に送択する上で1寺に有効である。これは,また国を

異にする若乎研究者が相集い,生活と研究ないし研修

を共にする場としても大きな効果を生むであろう。実

際,世界的には,この意味で成果をあげている新研究

所も少なくない。

さらに,いま国際貢献が基礎科学においても強く求

められているが,それは,学術研究の推巡と相互に強

め介うべきものであって,このためにも新しい方式は

竝適である。

する恬報についての公1引制度が設けられていないこと

は,学術研究にとっても特に重大な障害となっている。

国民の「知る樅利」を中心とする基本的椛利を保障す

るための国家機関の保右する情報の公開制度は、学術

研究にとっても極めて重要な意味をもっているという

ことができる。国民の基本的な椛利を保障するために,

また学術研究の雉進のためにも,原則公開をJ'水とし

的確な内容を持つ国の情轍公開制度の硫立が不可欠で

あると考えられるので,ここに情報公削法の制定を蟇

望する。

なお,公的機関の保右する怯報の学術的利川につい

ては,情報の保存及び研究者による非公開恬轍の利川

についての検討が必要である。

こうした観.ー」:から,新しい方式の国際研究所の設立

が必要であり有用であるとの結論に逹したので,
^^

^、^

にその設立を桐〆占する。

公的機関の保有する情報の学術的

利用について(要望)住め

研究老が学術研究のために必要とする情報には、極

めて広範囲なものが含まれており,その内容は,学問

分野によっても多桃多様である。学問分野によっては,

公的機関の保衣する悩報が学術研究にとって極めて重

要ないしは不可欠な意味をもつことになる場合も少な

くないが,多くの場合に,かかる公的機関の保有する

情轍を学術情報として利用することには困難が伴って

いる。それは,公的機関の保有する情報の少なくない

部分が公開されておらず,学術情報としての利用につ

いてもその開示を求めることができないからである。

このような公的機関の保右する情報の学術的な利用

のためにも,まず基本となるのは,国民の基本的な樅

利に?'づく公的機関の保有する情報の公開制度である。

この制度の硫立によって,公的機関の保右する情報の

学術情轍としての刊川も岡11寺に保障されることになる

からである。公的機関としては,国家機関及ぴ地方公

共剛休機脚を挙げることができるが,岡家機関の保右

゛

女性科学研究者の環境改善の緊急性

についての提言(声明)住め

女性の社会的地位の向上を目指す取紕が,国際的に

も国内的にも種々行われているが,日木学術会識にお

いても第10捌及ぴ第12捌に女除科学研究者の地位の向

上に関する「要望」を決議した。今IUI,すなわち第15

刈の発足に当たり,日本学術会議は「女性研窕者の地

位の向上」に籾意することを再硴認し,今棚の活動計

画のーつにこの課題を取り上げ排議してきた。そのネ"i

来,女性科学研究枇の地位の向上の必要性は理念的に

は一般化したものの,科学者全体の対応の遅れもあっ

て,その地位は笑質的に余り改善されていないことが

明らかになった。

このため,特に基礎科学分野における科学研究打不

足の鄭態が目前に迫っている現在,我が国における科

学の調和のある発展のために,第10刈,第12剣でのり」

女平等の視点を前提としつつ,日水学術会議は,改め

て女性科学研究者の環境改善の繋急、性を指摘するとと

もに,関係方而に環境改善の促進を強く訴えるもので

ある。

10

'^^^^^^

「日本学術会議だより」について御愆見,お闇い

合わせ等がありましたら,下記までお寄せくださ

し、

〒106 東京都港区六木オロ・22-34

日木学術会議広轍委貝会雄1'和3(3403)6291
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4.4

Fifth symposium on
EnvironmentalToxic010禽' and Risk Assessment:

冊Apri13-5.1995
Denver. C010rado

Papers are needed for the Fifth symposium on
EnvironmentalToxic010gy and Risk Assessment:
Biomarkers and Risk Assessment. The symposium.

Sponsored by ASTM committee E・470n Bi010gical Effects
and Environmental Fate.、ⅥⅡ be held AprH 3・5.1995 in
Denver. C010rado. in conjuncuon 、vith the Apri14'6.1995
Standards developments meetings of committee E、47.

The objective ofthe symposium is to pr0Ⅵde a foNm for
reportind the results ot odginal research and for
eYaluaund cudent issues in the assessment of bi010gical
effects and chemicalfate. ofspeciaHnterest are papers
addressind biomarker research.in particular. ne、V
methods. standardization of exisung methods. and
appHcations orbiomarkers to dsk assessment.
Contdbutors are encouraged to relate ce11Ular and
molecular biomarkers to higher levels orbi010gical
Ordanizauon (populatlons. ecosystems) where possible.
especiaHy in relation to environmental monitodng
Prograrns.

Papers are inuited on thejouowing topics:
.Biomarkers

.EC010今ical dsk assessment

.Human health risk assessment

.BehavioTaltoxic010gy

.plant toxicity

.sediment toxicity assessment and issues

.complex mixture assessment

.wetlands

.Field and laboratory estimation of exposure and
e丘ects

.Natural Resource Damage Assessment (NRDA)

.Environmental mon託OTing

.volatile organic compounds (VOCS)

The symposium includes both oral and poster
Presentauons. and the discussions 、viⅡ Center on issues
Ofcommon interest. prospecuve authors must check the
appropriate box on the ASTM paper submittal Form
below to indicate their preference for an oral or a poster
Sesslon.

S【uden【s are welcome to participate. symposium fees
、ⅥH be waivcd for students presenung student identi・
ncauon.

In or(1er to par【iCゆate in the sy111Posium. a11 Prospecuve
au【hors. whe【hcr presenting oral or poster session
Papcrs. nlusL submit a uue. a 200・400 、vord preliminary
abstrad. and the ASTM paper submiual Fornl below.
POS【markcd by August 31,1994. The abstract nlus【
include a clear dennition ofthe objec【ive and approach
Of the 、vork discussed. The presentauon and manuscdpt

リスク関述の学会・会議のお知らせ

、リ ,、'、.i

、」之...、.'」.
フ't、" 1' t /;キ 1,"一轟
:毛1;"ノ同曳ミf ネ'ゞニ.'.も、"闇3! 9.'
1、^゛^,.、゛ー¥畔一きり'、"、'゛" 1"
、、、,J..

ネ11弔^;゛、,、.

must not be of a commercial nature, nor can it havc bccn
Published preⅥOusly. Because a limited number ofab、
Stracts 、Ⅵ11 be accepted. the submitted abstract should
be complete to aⅡOw careful assessment ofits sui【abHiLy
for this synlposium.1f'the preliminary abstract b
acceptea, the author wiu be requested to submit a
jlrlal camera.ready abstract seueral montlts bqf'ore
the symposium. Thejinal abstracts wiu be dtstribut'
ed in απ abstract booklet at the sy机POSIU爪.

The abstract and ASTM paper submittal Fonn should
Operauons.be submitted to Dorothy savini. symposia
19103-1187,ASTM.1916 Race street. philadelphia. PA

Tel:215/299-2617. Authors are urged not to send
abstracts by faゞ because they do not reproduce clcarly.
Additional paper submittal Forms are available from MS.
Savini or the syrnposium chairman. ALlthors 、Ⅵ11 be
notined oftheir papers' acceptance for presentauon at
the symposium by october 15.1994 by the symposium
Chairrnan.

~vhile a specialTechnical publicauon 〔STP) based on
this symposium is anucipated. the ASTM committce on
Publications (COP) wi11 Consider the nnal selecuon or
abstracts for approval for publicauon of thls bo01<.
Please check the appropriate box belo、v to indicate
Whether you MH prepare your paper 【or presentauon only
Or for presentation and pubHcation. Authors who in、
dicate their intention to publish are expected t0 郡'epare
their manuscripts in the ASTM camera・ready format.
Nter the cop connrms the pubHcauon ofthis sTP.
authors M11 be sent manuscript guideHnes by 杜le ASTM
Staff. Nl manuscripts accepted to be peer reviewed for
this sTP MH be due in the ASTM camcra・ready format
by Apri13,1995. This date wiu be strictly er、f'orced.
Absolutely no manuscripts wi11 be accepted qf'ter the
Iast day qfthe symposiU爪. papers not received by ule
due date 、viⅡ not be published ln the sTp bLlt may be
fonvarded to an appropdate ASTM joumalror consider、
ation by thejournal editor.

The main author (the author corresponding 、Ⅵth ulc
ASTM publications stam of each published paper 、、d11
receive a complimentary copy ofthe sTP. Nl publishcd
authors 、ⅥⅡ have the opportunity to purchase rcprints of
their papers at a nomlnal cos【.

More inforrnauon is avaHablc from the symposiuln
Chairnlan. Dr. David Bcngtson. ZO010gy Departmcnt.
Universi【y of Rho(1e lsland. Kingston. RI 02881. TCI:40 V
792-2668、 Fax:401/792-4256; or the symposium co・
Chairman. Dr. Diane s. Henshel.1ndiana universi【y.
Scho010f public and Environnlen【al Affail'S, Bloomington.
IN 47405. Tel:812/855-4556. F糺ゞ:812/855-7802.
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Congress Focusing on Risk Analysis
One or th己 hottest buzz words on

Capi【0I Hi11these days-risk-was
rnrely even mcntioned just three years
11旦0.

" There ls a lremendous hU11nbaloo

On the HiⅡ about risk assessment," says
Jona!han Bender ofthe camegie com・
mission on science, Techn010gy, and
Govemment in 、vashington, D.C."1t
Seems {hat everyone has a dsk bⅡ10r is
Working on one. The t己nn 'dsk' itself
Seems lo have almos【 b己Come a man・

tra."

Inlerest among members of con・
gress beoan sno、vbaⅡing in 1993." Last
year、vas 【he big bnng." says sRA mem・
ber Nlarch sado、vitz,、vho is a research

Specialist fo「 1egislative offairs with the
Harvard center for Risk Analysis in
Boston、 Massachuselts." Two years ago
111ere 、vas only one bi11in congress on
risk analysis. Now there are four or five
directly relaling to changing {11e 、vay we
do risk analysis, not lo mentlon a11the
environmental bi11S lhat have a discus・

Slon of risk an;11ysis."

Several forces have prope11ed risk
11n;11ysis to lhe leoisl;1tive forefront." The
nιltion has realized how difficult it is to

Pri0由ize risks in the face of limlted
resources," sadowitz says."Lawmak-
ers are ねking an inlerestin risk as a 、vny
to help decide what we should spend lhe
money on."

Priori11es are needed to help the
US. Environmental pro【ection Agency
Carry out lnwS ιlnd regulations, says
Mnrk schaefer,the assislnnt director for
envlronmentin the YJhite House 0貴Ice

Of science and Techn010gy policy.
" EPA is responsible for implementing
more than a dozen statutes. They are so
Overlonded wi{h 、vork lha【they do need
Sonle mechanisnlto step back and nsk
小Cmselves if prlorilies are set prope「1y

fc0111i川κ,d on Pιlge 2.j

11e",S1ιΥier is l)ri11ted 011 rec),cleιI paper.7his

Pubh'shed by the soclE'7yf01' RISK AⅣAιysls

F0110wino is a Hst of major legislation under conslderation in the u.S.
Senale and House of Representatives.

Risk Assessment lmprovement Act of 1994, H.R.4306.1ntroduced by
Rep. Herb Klein, D、NJ, and Rep. Dick zimmer, R・NJ,this bi11 Would establish
a risk assessment prooram headed by a director under the EPA Adminlstrator'S
Of丘Ce. ne director would be responsible for developing guidelines that EPA
Would have to f0110W 、vhen doing dsk assessments. The 合Uidelines would
Specify what is to be included in dsk characterization. ne director 、vould also
advise the EPA Administrator on the effectiveness ofthe EPA's risk assessment

effor【S, coordinate risk analysis across programs, assess tralnlng and recNit・
ment needs. and make recommendadons for consistency in the use of risk
assessmen【 across t11e agency.

Rlsk Reduction Act, S. HO.1ntroduced by sen. Daniel Moynihan. D・NY,
Ihis bi11 Would estab11Sh two commlttees 、vithin the us. Envlronmenlal protec・

tion Aoency, one to rank dsks to human heal{h and the environment and another
to determine the bene丘ts of eliminating S11Ch risks. SUPPO「【ers say the intent of
Ihe bi111S to make scient途C research, mther than political forces, the basis for
Selecting hea11h and environmenlnl priorities. The bi11 also 、vould require lhe
EPA to create risk assessmen{ guidelines by setling mininwm standards for
different risk assessmenT approaches.

The Johnston.N11Ca、Thurman Amendmentt0 廿le EPA cablnet bi!1S, S.
171 and H.R.3425.1ntroduced by sen. J. Bennett Johnston, D・LA, Rep. Jolm
Mica, R、FL, and Rep. Karen Thurman, D・FL,thls amendment would require the
EPA to perform a three・par【 risk analysis when proposing new regulations.
Requiremen【s would include assessing the human health or environmental risk
addressed, conductino a comparative risk analysis of the addressed dsk rela11Ve
to 0小er risks {he public faces, and estimating the cost of implementlng and
Complying 、vlth the new regulation.

Risk communication Act, H.R.2910.1ntroduced by Rep. carlos
Moorhead, R、CA, and Rep. George Brown, D・CA, this bi11、vould require
Chanoes in the way thatthe EPA communicates risk assessments. Majorrequire・
ments would include presenting a best eslimate any time an upper boLmd ls
reported, distinguishing scienti6C 5ndings from policy declsions, 1isting the
ranoe ofoptions for assumptions used and justifylng the choice of assumptions,
Presenting exposure assumptlons and their likelihood, and comparing the rlsk
in question with o【her risks familiar t0 小e public.

Zlnlmer Amendmentto the EPA cabinet bi11, H.R.3425.1n【roduced by

Rep. Dick zimmer. R、NJ, this amendn祀nt would create a new ofnce of
Envlronme爪al Risk headed by a director appoinled by the presldent nnd
Confimled by lhe senate. The director would develop and implement a strntegy
to annin risk reductlon. The amendment 、、,ould also crcatc an Advisory conl・
miⅡCe on Rela【ive Risks to ndvlse the director.
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199 5年 naMii 日米共同研究発表会の関連ニュース

日米共同研究発表会準備委員会

委員長横山栄二

これまでにも船知らせしましたように、来年度の第 8 回研究発表会(年会)は日米共同
で米国、ハワイで 199 5年12月上句に行われることになりました。現在、日本側から
提案してぃるセッションは下記のようなものです0

(D Health Risk Analysis & POHcy based on Monitorinn8
(2) Life cycle Assessment for product safety
(3) panel sessi。n: Risk perception and communlcation in soclo-cultural context
(4) R。und Table: Environmental policy for Reducing 11Uman Risk in Japan
(5) poster session: SRA-Japao sectioo (日本りスク研究字=員用)

この他、 S RAが設定する全てのセッションに参加できますし、新しいセツシヨンの灸案
をすることができま,、。

ハワイの具体的な開催場所、会場(ホテル)はこれから決まると思いますが、参加安用
(会議登録参加費(L如Cheons、 Receptio0 等を含む)とホテル宿泊料は、例年通りと考え

で,・と、例えば、 1 9 9 3年度の米国の S R Aの学会の例(savanna, Ge08ia艸D では、
登録料: 220 ドル、ホテル宿泊料:120-150 ドル前後(一級 double, Hyatt ReEency)

でした。これに、日本からの往復飛行機代は 12月上旬ですと相当な Discount が捌待で
きますので会員皆様には是非とも多数の参加をご予定していただいと念願しています0

現在の時点ではまだ考慮中の方も、ぜひ、予備的に下記のアンケートにお答え下されぱ
幸いです。

回答者氏名

回答者所属

郵便番号機関住所

◎ SRA Jolnt Meet1叱(9 5年12月ハワイ予定)に参加のご意向

()参加tるが発表はしないつもりである

() SRAの一般セッションに英文で発表

()日本支部との企画セッション(3~4セッション)に英文で発麦

()ポスターセッション(英文)に掲示

上記に0をつけ、慰目を記入.未定の場合もトピックスかキーワードを記入

◎旅行の方法

()グループ旅行が企画されれぱ、宿泊を含めて参加tる

()個人で旅行日程を組み参加tろ

()参加の予定はない。

'
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電話番号

FAX番号

返送先:獲岡通教授 (〒565 吹田市山田丘2-1 大阪大学工学郎環境工学科)

Fax NO.:06-87フ-8497
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